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4 Takvim-i Vekayi（以下 TV）, No.321, pp.1–3; Salname-i Devlet-i Aliye-i Osmaniye, 1326 Sene-i Maliye, Altmıú Beúinci Sene, Dersaadet: 
Selanik Matbaası, 1326, pp.15–32; Düstur, Tertib-i Sani（以下 Düstur2）, Cilt 1, Dersaadet: Matbaa-i Osmaniye, 1329, pp.638–644; 
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11 20世紀において、財務暦テシュリーン 2月 1日は、グレゴリウス暦の 11月 14日に相当する。
12 旧訳「召集され」を「集会し」に変更した。




































































































































































の規定並びに公序良俗muamelat-ı nasa erfak 
ve ihtiyacat-ı zamana evfak ahkam-ı fıkhiye ve 








16 TV, No.1837, p.2; Düstur2, Cilt 6, Dersaadet: Matbaa-i Amire, 1334, pp.749–750; Kanun-ı Esasi; Meclis-i Mebusan Nizamname-i 
Dahilisi: Kanun-ı Esasi Tadilat-ı Ahiresiyle Usul-i Müzakere ve Saireye Dair Meclis-i Mebusanca Kabul Edilmiú Olup 






































































































































































17 TV, No.2084, p.1; Düstur2, Cilt 7, Dersaadet: Matbaa-i Amire, 1336, pp.224–225. また、上掲註 16に引用した Kanun-ı Esasi; 
Meclis-i Mebusan Nizamname-i Dahilisi: Kanun-ı Esasi Tadilat-ı Ahiresiyle Usul-i Müzakere ve Saireye Dair Meclis-i Mebusanca 












































































18 TV, No.2466, p.1; Düstur2, Cilt 8, østanbul: Evkaf Matbaası, 1928, p.483.
19 修正第 7条の想定する、帝国議会の「特別の形での召集」に相当する。
















































































21 Zafer Toprak, Türkiye’de Milli øktisat 1908–1918, østanbul: Do÷an Kitap, 2012, Bölüm 14.
22 TV, No.2467, p.1; Düstur2, Cilt 8, p.484.
23 TV, No.2486, p.1; 1333–1334 Sene-i Maliye Salname-i Devlet-i Aliye-i Osmaniye, Altmıú Sekizinci Sene, Dersaadet: Hilal 













































































24 TV, No.3187, p.1; Düstur2, Cilt 10, østanbul: Evkaf Matbaası, 1928, p.176.
25 オスマン帝国軍を指す。
第七回改定：1918年3月21日 24
修正第69条　代議院議員総選挙は、4年に一度こ
れを実施する。選出された議員の任期は4年
である。但し、再選は認められる。しかし、4
年目の会期が皇軍Ordu-yu Hümayun25の総動
員を必要とする戦時に相当した場合、両議院
でそれぞれ総議員の3分の2以上の出席によ
り審議が開始され、総議員の絶対多数により
可決された法律に基づき、上述の任期を延長
することができる。
解説
　この改定により、本来ならば1918年3月で満了
する筈だった第三議会の議員たちの任期が延長
された。総選挙を通じた国民の意見表明の機会を
奪ったとも言え、実際にそのような観点からの批
判も元老院を中心に見られはしたが、他方で、第
一次大戦の最中の戦況の現実からすれば、特に連
合国軍による被占領地域において総選挙の実施は
困難であり、やむを得ない改定であったとも評せ
よう。実際、この改定を行なった代議院議員たち
の関心は一般に、現議員の任期満了後、戦争中の
環境で総選挙が行なえず、結果として帝国議会が
開会されず、従って国民代表も存在しなくなる事
態に陥ることへの懸念に置かれていた。
　また、この改定の結果、被占領地域を代表する
議員がオスマン帝国議会に存在し続けることが可
能となり、それに果たしてどれほどの現実的効果
があったかはともかくとして、終戦後を睨んで、
被占領地域に対してオスマン帝国が主張する統治
権の正統性を一定なりとも確保することが可能と
なったと言える。
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